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	主題名
	自然を守る
	内容項目
	D 自然愛護

	教材名
	地球があぶない
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	自然破壊に興味・関心をもたせ，その原因や解決に向けての取り組みの情報から，子どもに自分の地域に目を向け，自分にできることを考えさせるため。

	ねらい
	自然破壊の原因と自然を守るために何ができるのかを考え，自分なりの方法で自然環境を大切にしようとする。
【理解，判断力】地球の至るところで起きている自然破壊の原因の多くは，人間が豊かに生活することを優先してきたことにあることが分かる。
【心情】自然を守る活動に取り組んでいる小学生の思いに共感する。

【実践意欲と態度】人間が自然や動植物と共存していくために何が必要かを考え，自分にできる自然環境を大切にする方法を実践しようとする。

	学習指導過程
	・教科書P.80～81の写真を見ながら自然破壊について話し合う。
★地球の至るところで起きている自然破壊と，その原因の多くは人間にあることを理解できたか。
・「地球があぶない」を読み，どうすれば自然を守ることができるかについて考える。
・自然を守ることについて話し合い，自分の考えをまとめる。
★人間が自然と共存していくために何が必要かを考え，自分にできる自然環境を大切にする方法を実践しようとしているか。
※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●理科
・「生物と環境」の学習で，動物や植物の生活を観察したり，資料を活用したりして調べさせ，生物と環境との関わりについての考えをもたせる。
●道徳の授業
・「地球があぶない」を読み，どうすれば自然を守ることができるかについて考えさせる。
・『学びの足あと』で振り返らせる。
●総合的な学習の時間
・自然を守るために活動している小学生の事例を調べて発表させる。
・自分たちにできることについて，社会科や理科の環境に関わる学習を振り返りながら話し合い，具体的に計画して実行させる。
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